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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

◆
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

10
月
11
・
12
日
、
千
葉
県

で
行
わ
れ
た
「
日
本
ペ
タ
ン

ク
選
手
権
大
会
」
に
兵
庫
県

代
表
と
し
て
、
サ
ン
セ
ッ
ク

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
島
田
孝
さ

ん
（
市
）・
榎
本
行ぎ

ょ
う
い
ち市
さ
ん

（
市
）、
社
家
薫
さ
ん
（
市
）

の
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。

◆
柔
道
大
会

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
正
木

健
人
さ
ん
（
天
理
大
学
）
と

廻ま
わ
り
か
ど角
隆
平
さ
ん
（
龍
谷
大

学
）
が
10
月
11
・
12
日
に
日

お
め
で
と
う
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最
後
の
体
育
祭

　

来
年
３
月
に
閉
校
す
る
志
知
高

校
で
、
10
月
４
日
、
最
後
の
体
育

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
全
校

生
徒
１
１
０
人
が
ク
ラ
ス
対
抗
の

綱
引
き
や
リ
レ
ー
、
騎
馬
戦
な
ど

の
種
目
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
保

護
者
や
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
も

生
徒
ら
の
が
ん
ば
り
を
ひ
と
目
見

よ
う
と
多
数
訪
れ
、
熱
い
応
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
生
徒
会
長
の
太

広報 

丸山海釣り公園シーズン到来、釣り人集う

▲ガシラを釣り上げた釣り人

淡
路
島
観
光
連
盟

淡
路
島
牛
丼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

▲座員が商品開発にかかわったお弁当包み

全
国
大
会
へ
出
場

舗
）が
参
加
。牛
丼
は
淡
路
牛
と

淡
路
玉
ね
ぎ
、
淡
路
米
の
３
品

目
を
使
う
こ
と
が
条
件
で
、
そ

れ
ぞ
れ
で
独
自
メ
ニ
ュ
ー
が
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
店
の
紹
介
や
場
所
を
網
羅

し
た
「
淡
路
島
牛
丼
マ
ッ
プ
」

の
チ
ラ
シ
も
10
万
部
作
成
し
て

観
光
施
設
な
ど
に
配
布
。
島
を

あ
げ
て
「
淡
路
に
来
た
ら
旨
い

牛
丼
！
」を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
観
光
連
盟
で
は
、
ご
当

地
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
観
光
客
を
呼

び
込
も
う
と
「
淡
路
島
牛
丼
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
10
月
か
ら
島
内

で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に

は
、同
連

盟
加
盟

の
46
店
舗

（
内
、
市

内
17
店

友
禅
染
の
お
弁
当
包
み

淡
路
人
形
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
大
人
気

▲親子そろって日向ぼっこ（10月9日）。１か月でこんなに
　大きくなりました （写真右）生まれたばかりの頃の写真

田
仁ま
さ
お
き寛
さ
ん
が
「
34
年
の
歴
史
で

最
後
と
な
る
こ
の
体
育
祭
で
、『
志

知
高
魂
』
を
見
せ
、
思
い
出
に
残

る
も
の
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

生
徒
数
が
例
年
の
３
分
の
１
と
少

な
い
人
数
で
、
一
人
の
生
徒
が
複

数
の
競
技
に
参
加
し
た
り
、
準
備

や
進
行
を
務
め
た
り
し
て
、
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
競
技
も
ク
ラ
ス
対
抗
で
、
子

ど
も
の
ク
ラ
ス
に
加
点
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

カ
ン
ム
リ
ヅ
ル
と
リ
ス
ザ
ル

２
羽
の
ヒ
ナ
と
１
匹
の
赤
ち
ゃ
ん
、
す
く
す
く
成
長

来
年
３
月
で
閉
校
す
る
志
知
高
校

▲チームワークも光り、有終の美を飾る体育祭となりました

　丸山海釣り公園で10月12日、釣り大会が行われまし

た。朝の７時から行われたこの大会には、早朝からたくさ

んの人が訪れ、一日で111人が釣りを楽しみました。

　この日釣られた魚は、ガシラやアジ、ウマズラハゲ、ア

オリイカなど。大きいものは35㎝の魚が上がりました。

　同公園では、11月以降もアジやアオリイカ、グレなど

が釣れるとのことです。

　

９
月
中
旬
に
生
ま
れ
た
カ
ン
ム

リ
ヅ
ル
の
ヒ
ナ（
２
羽
）と
リ
ス
ザ

ル
の
赤
ち
ゃ
ん
。今
、淡
路
フ
ァ
ー

ム
パ
ー
ク
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

で
、こ
の
２
羽
と
１
匹
の
赤
ち
ゃ
ん

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

生
誕
後
１
か
月
、ヒ
ナ
と
赤
ち
ゃ

ん
は
、す
く
す
く
成
長
し
て
い
る

模
様
。カ
ン
ム
リ
ヅ
ル
の
ヒ
ナ
は
、

体
長
20
㎝
程
度
か
ら
40
㎝
く
ら
い

ま
で
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ス
ザ
ル
の
赤
ち
ゃ
ん
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
半
年
程

度
は
母
親
の
背
中
で
過
ご
す
」
と

▲お母さんの背中でお昼寝（10月９日）。
  （写真右）生まれたばかりの頃の写真

飼
育
員
は
話
し
て
い
ま
す
。

大鐘稔彦医師が講演地域医療が抱える問題を考える
　阿那賀診療所の大鐘稔彦医師が 10月 21日、淡路島観光ホテルで行われた講演会

の講師として招かれ、勤続 10年を振り返り、地域医療が抱える問題点を話しました。

　歴代の同診療所医師が平均４年で交代しており、医師のいない時期もあったことを

踏まえ、「へき地に赴任する医師が日常生活の不便さ抱えながら、専門外の幅広い診

療を必要とされている」と様々な問題を指摘されました。

　また、10月４日には、淡路の救急医療体制を考えるシンポジウムが洲本市文化体

育館で行われ、席上「医師不足の中、患者側が安易に夜間診療に行く『コンビニ受診』

を控えることが必要である」と呼びかけられました。
▲講演する大鐘稔彦医師

本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
「
全

日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
に
出
場
。

　

正
木
さ
ん
は
、
１
０
０

kg
超
級
に
、
廻
角
さ
ん
は
81 

kg
級
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
健

闘
し
ま
し
た
。

　

長
年
、
体
育
委
員
と
し
て

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
し
た
次
の
方
々
に
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◆
兵
庫
県
体
育
指
導
委
員

　

功
労
者
表
彰

堀　
　
　

光　

雄（
阿
那
賀
）

　

平
成
10
年
４
月
か
ら
現
在

に
至
る
。

◆
淡
路
体
育
指
導
委
員

　

功
労
者
表
彰

前　

平　

隆　

司（
伊
加
利
）

　

平
成
15
年
４
月
か
ら
現
在

に
至
る
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
で
は
、
淡

路
人
形
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
「
弁
当
包

み
」
を
昨
年
12
月
か
ら
販
売
。
同

館
を
訪
れ
る
観
光
客
ら
に
人
気
を

集
め
、
こ
れ
ま
で
約
１
２
０
０
枚

が
売
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
商
品
は
、
淡
路
人
形
座
員

と
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
共
同
制

作
。
３
種
類
が
あ
り
、
淡
路
人
形

と
桜
の
花
び
ら
、
波
模
様
の
絵
が

描
か
れ
て
お
り
、
す
べ
て
に
「
淡

路
人
形
座
」
の
文
字
が
入
っ
て
い

ま
す
。
生
地
は
綿
で
、
京
都
の

友ゆ
う
ぜ
ん
ぞ
め

禅
染
に
よ
り
赤
と
青
の
色
に
鮮

や
か
に
染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

座
員
は
「
色
合
い
や
模
様
に
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
制
作
し
ま
し

た
。
淡
路
島
ら
し
い
お
土
産
と
し

て
、
多
く
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
同
館
で
の
み
販

売
し
て
お
り
、
１
枚
６
５
０
円
。

２
枚
・
３
枚
で
の
セ
ッ
ト
割
引
も

あ
り
、
宅
配
も
し
て
い
ま
す
の
で

同
館
（
☎
52
・
０
２
６
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
指
導
委
員
に

功
労
者
表
彰

▲正木さん▲廻角さん
▲サンセックＭＩＨＡＲＡの皆さん（左か
　ら島田さん、榎本さん、社家さん）

▲観光施設に配布している「淡路島牛丼マップ」

▲お店ごとに独自の牛丼が食べ
　られます


